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成果の概要

近年気候変動に伴う豪雨の頻発､大規模地震等によって大規模な農地災害が

発生している｡このような農地災害の対策には災害後の迅速な対応､適切な復
旧対策が重要であるが､大規模な滑動あるいは崩壊が発生した場合には復旧に

多大なコストを要する場合もあり､予防保全対策も重要である｡

動的弾塑性有限要素法解析(FEM)､ 3次元安定解析等によって豪雨時や地震時
の農地災害の危険度評価を行うことができる｡また弾塑性解析や浸透流解析の

導入によって対策工の効果をモデル化することができ､その予測に基づき合理

的かつ低コストな対策工の計画､設計が可能となる｡

成果の内容･特徴
･豪雨による農地災害については､ 3次元安定解析や有限要素法等によって危

険度あるいは滑動量の評価予測モデルを構築する｡排水トンネル等の抑制工
については浸透流解析および水位応答解析によって､また杭工等の抑止工に
ついては弾塑性有限要素解析等によって､その効果の評価予測を行うモデル

化を行う(図一1)0
･地震時に発生した大規模農地災害に関する一連の調査研究によって､災害地

区では地盤の地震時の強度と､静的な安定性に関する強度が､大きく異なる
ことが明らかとなった｡そこで地震による農地災害については､従来の農地

保全対策では考慮されていなかった地盤､土質の動的特性を考慮することに
特徴がある(図-2)｡災害直後の緊急的な対策検討あるいは簡易判定等におい

ては､表面波探査等の簡易な調査技術(図-3)や土質･強度に関する経験則等
の活用も有効である｡

･地震時農地災害の詳細判定においては想定すべり面におけるサンプルを用い

て動的な土質試験も実施し(図-4)､地震時の繰り返し載荷によるひずみ軟化

や間隙水圧上昇による､地震時の強度低下の影響を定量的に考慮する｡動的

弾塑性有限要素法解析により地震時の危険度･滑動量の評価､対策工効果の

評価予測を行う(図5,6)｡

成果の活用面･留意点
･災害後の緊急的な復旧対策､農地保全事業等における対策工の合理的な計画

と低コスト化に資することを目的としている｡また未対策あるいは対策工後
の農地の豪雨･地震時を想定した危険度評価にも活用可能である｡

･自然地盤を対象としたものであるので､そのモデル化､評価予測の精度､信

頼性について中長期的な観測結果を元に検証を行う必要がある｡特に地震時
の農地災害については未だ事例も限られるので今後の事例適用､検証の蓄積

が必要である｡



具体的成果の概要

図- 1豪雨時農地災害の評価技術

図- 2地震時農地災害の評価技術
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図･3　災害直後等を想定した表面波探査等概査

による地盤の動的特性の迅速な評価
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図･5　動的弾塑性解析による地震時滑動量の推定と

抑制工実施による地下水位低下の効果評価
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図･4　動的土質試験の実施

地下水位　　　　　20.7m

図･6動的弾塑性解析のモデル例

成果の普及状況

豪雨時の評価技術の一部について国営農地保全事業等に活用､参照された｡

地震時の評価技術については地震時の農地災害の対策事業において参照された｡
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